
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

町
の
鳥
に
「
い
か
る
」

	

町
の
花
に
「
つ
ば
き
」を
制
定

―
― 

特
集

３	

子
育
て
応
援
宣
言
を
行
い
ま
し
た
！

４	

町
制
70
周
年
記
念　

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
中

５	

小こ

城し
ろ

製
薬
株
式
会
社
か
ら

	

７
千
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

６	

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

８	

ま
ち
の
話
題

10	

図
書
館
だ
よ
り

11	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り	

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

12	

い
に
し
え
の
風	

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

13	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

14	

ま
ち
の
情
報

	

（
15　

平
成
30
年
度　

斑
鳩
町
職
員
募
集
）

	

（
16　

平
成
30
年
度　

斑
鳩
町
立
幼
稚
園
児
募
集
）

20	

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

21	

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

22	

ほ
け
ん
だ
よ
り

24	

町
制
70
周
年

	

写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
記
憶

2 0 1 7

8
No. 623

いかるが

生き生きプラザ斑鳩は今年で１０周年！
これからもみなさんのご利用を

お待ちしています
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　斑鳩町では、町制７０周年を記念して、町の花に「さざんか」に加えて「つばき」を
制定するとともに、町の鳥に「いかる」を制定しました。

　聖徳太子が西暦５９６年に伊予の温泉（道
後温泉）に入ったとき、椿の木がおおいかさ
なって、美しかったと詠まれています。
　同時に、聖徳太子は、「日月は上にあって、
すべてのものを平等に照らして私事をしな
い」と詠まれています。太陽は万民に平等に
与えられるものだという人間平等主義の思想
は、古代ではありえないような新しい思想で
あったといわれています。
　また、古くから法隆寺で行われる「散華（さ
んげ）」と呼ばれる法要に椿が多く用いられ
ており、今もその習慣が残っています。

　斑鳩の地名の由来といわれる鳥です。
　斑鳩町の地名の由来はさまざまな説があり
ますが、この地に「いかる」という鳥が群れ
をなしていたという説が有名です。また、法
隆寺・東大門のそばに大きなケヤキの木が
あって、そこに「いかる」が住んでいたとい
う伝説も残されています。
　さらに、聖徳太子が法隆寺を建てる土地を
探しておられると、「いかる」の群れが集まっ
て空に舞い上がり、ここが仏法興隆の地であ
ると教えたためであるという伝説もあります。
　今も、秋から冬にかけて、斑鳩の里に飛ん
できています。

　今後、「いかる」「つばき」をとおして、住民のみなさんと協働で「ふ
るさとへの愛着」や「自然との共生」「地域の魅力の再発見」などにつ

いて考える機会づくりをすすめてい
きます。
○�「いかる」の観察・広報活動を支援
します。
○「つばき」の植樹をすすめます。
○�町の花・木・鳥を生かしたまちづく
りをすすめます。

斑鳩町の花・木・鳥
花　さざんか　（昭和５０年２月１日）
　　つばき　　（平成２９年６月２１日）
木　くろまつ　（昭和５０年２月１日）
鳥　いかる　　（平成２９年６月２１日）

い か る

竜田公園の木にとまる「いかる」 上宮遺跡公園の「おとめつばき」

町制７０周年記念

町の鳥に ｢いかる｣、
町の花に ｢つばき｣ を制定

つ ば き



3 2017.8.  広報 

斑鳩町子育て応援宣言
　子どもたちは、その一人ひとりがそれぞれに個性や能力、夢を持ったかけがえのない存在
であり、未来の希望です。
　この子どもたちが、心豊かで健やかに成長することは、町民すべての願いであり、大人の
責任です。
　そのため、斑鳩町は、「このまちで子どもを産みたい、育てたい。そして、いつまでもこ
のまちで暮らしたい。」と誰もが実感できるまちをめざし、町民一人ひとりが子どもたちを
見守りながら、育むとともに、家庭、地域、事業者及び行政が力を合わせて子育てを応援す
るため、ここに「斑鳩町子育て応援宣言」を行います。

　平成２９年6月２１日　　奈良県斑鳩町

「子育て応援」の基本方針
●身近に支えがあり、仲間がいるまち
●安心して元気に子育てできるまち
●心豊かで元気いっぱいの子どもが育つまち
●ひとりからみんなへ広がる子育て応援のまち

中
学
校
ま
で
の

子
ど
も
医
療
費

　
　
の
無
料
化

子
育
て
ア
プ
リ

に
よ
る

　
　
情
報
配
信

保
育
料
の

　
　
軽
減

妊
婦
健
康

診
査
の

15
回
助
成

少
人
数
学
級

編
制
の
導
入

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
の
設
置

町制７０周年記念

子育て応援宣言を行いました！

「親と子の笑顔きら
めく子育て

応援のまちづくり」
の実現を

めざして

子どもたちが安心・安全に暮らせ
るまちづくりをめざして、斑鳩町
ではさまざまな取り組みを行って
いるよ。



みんなの笑顔があふれました！
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　町制７０周年を記念して、オカリナ奏者として世界的
に活躍する宗次郎さんを迎え、６月18日（日）、いかる
がホールでコンサートを開催しました。
　満席の会場は、宗次郎さんが奏でる幻想的なオカリナ
の音色に魅了されました。
　コンサートでは、斑鳩町でオカリナを学ぶ４チーム
65人が、宗次郎さんと「見上げてごらん夜の星を」を
共演。一人ひとりの音色が重なって、素敵なひとつの音
楽になっていく ･･･ オカリナをとおして、新たな和が広
がりました。

　大人や子ども、世代を超えて訪
れた人が互いに言葉を交わし、笑
顔あふれる空間「生き生きプラザ
斑鳩」。今年でオープン10周年を
迎えます。
　これを記念して、７月１日（土）
に記念イベントを開催しました。
　さまざまな催しにたくさんの人
が参加して、健康について考えな
がら、笑顔があふれる１日となり
ました。

▲�宗次郎さんは、斑鳩宮造営１４００年を記念して、
平成１３年に法隆寺境内中門前特設ステージで
開催した「法隆寺おとらくえ（音楽会）」の
出演をきっかけに、斑鳩町とのご縁がはじま
り、今回のご出演となりました。

▲いきいき百歳体操

▲上手にお魚つれたかな？ ▲みんなで楽しく「笑いヨガ」 ▲�ヘルシーパゴちゃん弁当コンテスト
受賞者のみなさん

▲親子で楽しむ、鈴木翼さんのステージ

町制７０周年記念

響きあう　オカリナの音色
～ 宗次郎コンサートで斑鳩町のオカリナチームと共演 ～

～ 生き生きプラザ斑鳩　開館10周年記念 ～
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財政課（☎内線２５３）
　７月３日（月）に、企業版ふるさと納税（地方創
生応援税制）の寄附贈呈式があり、小

こ

城
しろ

製薬株式
会社（本社：大阪市中央区道修町）の小

こ

城
しろ

忠明社
長から町長に、７千万円の寄附目録が手渡され、
町長からは、感謝状が贈られました。
　小

こ

城
しろ

製薬株式会社は、小
こ

城
しろ

社長のご祖父の小
こ

城
しろ

忠治氏が、大正４年に斑鳩高等小学校を卒業後、
大阪に奉公修行に出られ、昭和５年に創業された
薬種問屋小

こ

城
しろ

忠治商店が昭和22年に法人化され、
株式会社小

こ

城
しろ

忠治商店となって、今年で設立70
周年を迎えます。また、斑鳩町も町制70周年を
迎えることから、これを契機として、地元発展に
貢献したいとの思いから、斑鳩町への寄附を申し
出られました。
　斑鳩町では、この寄附を有意義に活用するため、
観光まちあるき拠点としての宿泊施設誘致を計画
し、その用地（面積：1,386㎡）を取得しました。

　飯島町と斑鳩町は、平成10年に友
好都市協定を結び、平成30年２月21
日で、20周年を迎えます。これを記
念して、両町中学校の吹奏楽部によ
る交流演奏会を開催します。迫力あ
る演奏をぜひお聞きください。
　また、両町のこれまでの友好のあ
ゆみを、一部写真で紹介します。

日　時　８月19日（土）
　　　　午前10時開演
　　　　（午前９時30分開場）
場　所　いかるがホール 大ホール
参加校　長野県飯島中学校・
　　　　斑鳩中学校・斑鳩南中学校
曲　目　「宝島」、「美女と野獣」
　　　　ほか
※入場料無料、申込不要
問合せ　教育委員会事務局総務課
　　　　　　　　（☎内線２３４）

小
こ

城
しろ

製薬株式会社から企業版ふる
さと納税として、７千万円の寄附
をいただきました

場所は、法隆寺１丁目地内で、法隆寺観光自動車
駐車場の北側に位置しており、この用地を活用し、
宿泊事業を展開する民間事業者を、秋以降に公募
で誘致する予定です。
　寄附贈呈式では、小

こ

城
しろ

社長が、「宿泊施設の経
済効果や雇用創出など継続的に地元貢献できるの
はうれしい。」と述べられ、町長からは、「高額な
寄附で心から感謝します。寄附をして良かったと
思っていただけるよう、町の観光や産業の振興に
つなげたい。」とお礼の言葉がありました。
企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは
　国が平成28年度に創設した制度で、企業が本
社所在地以外の自治体の地方創生事業に寄附する
と、法人事業税などから、寄附額の６割相当が差
し引かれ、通常の寄附の税負担軽減額の約２倍の
効果があります。

▶
感
謝
状
を

　
　
　

手
に
す
る

　

小こ

城し
ろ

社
長（
左
）と

　

小
城
町
長（
右
）

◀
調
印
式（
平
成
１０
年
）

◀
民
生
委
員
の
研
修

　
　
　
　
（
平
成
29
年
）

▲少年野球の交流（平成25年）

▲聖徳太子市での
　飯島町ブース（平成28年）

▲前回の中学校吹奏楽部交流演奏会（平成26年）

▲いいちゃん
　まつりの物販
　　（平成2３年）

町制７０周年記念

飯島町 ・斑鳩町友好都市協定
２０周年記念コンサート

８ 開催19



62017.8.  広報 

　現在、斑鳩町では下記の地図で�■�の色がついた区域で公共下水道がお
使いいただけます。この区域にお住まいの人の７割以上の世帯が公共下水
道を利用しています。公共下水道への接続には、さまざまなメリットがあ
ります。まだ接続していない人は、１日も早く公共下水道に接続してくだ
さい。
　また、公共下水道がご利用いただけない地区については、今後、計画的
に整備工事をすすめ、公共下水道が利用できる区域をひろげていきます。
　工事の際は、みなさんのご協力をお願いします。

問合せ　下水道課（☎０７４５�２４０６）

～９月１０日は「下水道の日」です～
公共下水道への接続をお願いします！
～９月１０日は「下水道の日」です～

衛
生
的
で
快
適
な
く
ら
し

　

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
浄
化
槽
で
浄
化

処
理
し
、側
溝
な
ど
に
排
水
し
て
い
る
と
、

場
所
に
よ
っ
て
は
水
た
ま
り
が
で
き
、
悪

臭
や
虫
が
発
生
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
れ
ば
、
家
庭
か

ら
出
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す

こ
と
が
で
き
、
に
お
い
な
ど
も
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
と
て
も
衛
生
的
で
す
。

●
公
共
下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト

公共下水道が利用できる区域図
（平成29年７月末現在）

�
公共下水道が利用
できる区域
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家
庭
の
管
理
負
担
が
減
る

　

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽

は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
、
各
家
庭
で
責
任

を
持
っ
て
、
点
検
・
く
み
取
り
清
掃
の
実

施
、年
に
１
回
の
法
定
点
検
が
必
要
で
す
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
こ
れ
ら

浄
化
槽
の
管
理
の
必
要
が
な
く
な
り
、
年

に
１
回
ほ
ど
、宅
内
ま
す
の
ふ
た
を
開
け
、

ホ
ー
ス
で
排
水
管
内
に
水
を
勢
い
よ
く
流

す
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

清
掃
し
た
後
は
、
雨
水
や
土
な
ど
が
流

れ
込
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
、
き
っ
ち
り

ふ
た
を
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●�

改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ

び
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す

　

斑
鳩
町
で
は
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
に
必
要
な
工

事
費
（
加
入
負
担
金

10
万
円
を
含
む
）
を

対
象
に
「
融
資
あ
っ

せ
ん
利
子
補
給
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
の
取
扱
金
融
機
関

で
融
資
を
受
け
、
返
済
後
に
利
子
分
を
町

が
お
返
し
す
る
制
度
で
、
接
続
に
か
か
る

一
時
的
な
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
条
件
が
あ
り
、
手
続
き
が
必

要
で
す
が
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
際

に
は
こ
の
制
度
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

●�

浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
の
転

用
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
排
水
設
備
工

事
に
よ
っ
て
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を
改

造
し
、
雨
水
を
貯
め
て
庭
の
散
水
な
ど
に

利
用
す
る
場
合
、
改
造
に
要
し
た
費
用
の

３
分
の
２
（
限
度
額
10
万
円
）
の
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
区
域
が
、
公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
（
供
用
開

始
の
告
示
日
）
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
水
道
管
や
排
水
管
の

点
検
・
清
掃
業
者
に
ご
注
意
！

排
水
設
備
指
定
工
事
店
を
表
彰
し
ま
し
た

　

町
か
ら
依
頼
を
受
け
て
き
た
よ
う
に

装
っ
て
、
宅
地
内
の
水
道
管
や
排
水
管
な

ど
の
水
回
り
の
点
検
を
し
た
後
に
、「
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
問
題
が
起
こ
っ

て
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
強
引
に

清
掃
な
ど
を
行
っ
た
り
、
安
い
金
額
で
清

掃
し
た
後
、
床
下
換
気
に
問
題
が
あ
る
な

ど
と
い
っ
て
、
高
額
な
工
事
契
約
を
迫
っ

た
り
と
い
っ
た
悪
質
な
営
業
を
す
る
業
者

が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
は
、
技
術
的
に
正
し
く
行
わ
れ

な
い
と
管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
、
漏
水
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
斑
鳩
町
で
は
、

工
事
に
必
要
な
技
術
と
資
格
を
持
っ
た
業
者
を
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
定
を
受
け
た
業
者
で
な
い
と
排
水
設
備
工
事
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
現
在
１
０
８
社
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
度
に
各
家
庭
の
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
数
多
く
手

が
け
、
公
共
下
水
道
事
業
に
貢
献
い
た
だ
い
た
排
水
設
備
指
定
工
事
店
４
社
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
表
彰
さ
れ
た

　
　
排
水
設
備
指
定
工
事
店
】

・
有
限
会
社
オ
ギ
ウ
エ

・
今
村
住
設
株
式
会
社

・
勝
間
設
備
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社
斑
鳩
設
備

注意!
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鳩の古代寺院の塔を学ぶ
～ 斑鳩文化財センター春季特別展記念講演会 ～

6 / 1 0 ・中央公民館

んなでめざそう！ごみゼロのまち
～ いかるがの里クリーンキャンペーン ～

6 / 2 4 ・町内各地

　春季特別展を記念して、「斑鳩三塔」のある法
隆寺・法輪寺・法起寺に、かつて存在した創建法
隆寺である若草伽藍と中宮寺跡を加えた、５つの
寺院についての講演会を開催し、約１５０人が来
場されました。
　講演会では、斑鳩町文化財保護審議会会長の鈴
木嘉

か

吉
きち

氏による講演が行われ、参加者のみなさん
は、若草伽藍跡の塔の復元についてや、法隆寺五
重塔と法輪寺三重塔の建てられた時期が近く、構
造がよく似た「兄弟塔」であることなど、塔にま
つわるさまざまな話題に興味深く聞き入っていま
した。

　毎年恒例のいかるがの里クリーンキャンペーン
を開催しました。約２，０００人が清掃活動に参
加し、多くのごみが集められました。
　普段歩き慣れた道や、たまにしか通らない道な
ど、町内のいろいろな道でごみを拾っていただき
ました。また、５か所の解散場所では、清掃活動
に参加された人に、水菜や色鉛筆が配布されまし
た。
　みんなで
環境にやさ
しい、きれ
いなまちを
つくってい
き ま し ょ
う。

斑

み

治時代の法隆寺調査を振り返って
～ 聖徳太子歴史資料室講座 ～

みは出したらどこへ行く？
～ ごみのゆくえ探検ツアー ～

　町立図書館開館20周年を記念し、京都工芸繊維
大学教授の清水重敦氏により、「明治時代の法隆寺
西院伽藍」と題した講座を開催しました。
　明治５年の宝物調査（壬申調査）、明治20年代の
建物修理や建築家伊東忠太氏の実測調査をふり返り
ながら、法隆寺が「世界最古の木造建築」と価値評
価を得るに至った過程について学びました。古写真
からみる当時の建築のとらえ方などが紹介され、受
講者のみなさんから「古社寺の修理のあり方につい
て考える機会となった。」などの感想がよせられま
した。

　自分たちの出したごみが、どこへ運ばれ、どのよ
うに処理されているのかを実際に見ていただこう
と、毎年恒例の「ごみのゆくえ探検ツアー」を開催
しました。
　今回は、古紙のリサイクル施設と、陶磁器類およ
びガラスびんのリサイクル施設を見学しました。参
加者からは、「ごみを分別することにより、資源と
して生まれ変わることがよくわかった。」「工場で手
作業で分別されている姿を見て、排出時にできるだ
けきれいに丁寧に分別することが大事だと感じた。」
といった感想が聞かれ、ごみの分別、減量の重要性
を考え直すきっかけになりました。

明

ご

6 / 2 4 ・いかるがホール研修室

7 / 1 2 ・（株）リバース、藤野興業（株）

▲�古紙はトイレット
　ペーパーの原料に！

▲ガラスびんの
　　　　　分別作業
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鳩の文化を世界に発信！
～ 第27回日米草の根交流サミット奈良大会 ～

6 / 2 8 ～ 7 / 2 ・藤ノ木古墳ほか

の光がきれいに見えました
～ ホタル鑑賞会 ～
6 / 1 8 ・女郎池周辺

　日本とアメリカとで毎年交互に開催されている
「日米草の根交流サミット大会」。今年は奈良大会
が開催され、斑鳩町には7人が訪れました。
　法隆寺や藤ノ木古墳など町内各地を訪れ、吉田
寺では木魚や写経といった体験プログラム、ホー
ムステイなど、斑鳩を満喫されました。
　また、ふ政商店では麩の工場を見学され、アメ
リカでは見慣れない麩について、職人の方の話に
聞き入っていました。

　「地域にホタル復活大作戦」のみなさんが、北
庄の谷川を利用して飼育したホタルを、住民のみ
なさんにも見ていただこうと、「ホタル鑑賞会」
を開催しました。
　約１２０人の参加者が集まり、飛び交うホタル
を観察。普段なかなか見ることのできないホタル
に歓声をあげていました。
　ホタルが自然に生息できるような美しい自然環
境が戻るように、みなさんのご協力をお願いしま
す。

斑

蛍史を紡ぐ古時計の魅力
～ 「古時計展」～

6 / 9 ・法隆寺ｉセンター

チベーションアップで元気な過ごし方
～ 差別をなくす町民集会 ～
7 / 1 1 ・中央公民館

　斑鳩町在住の古時計蒐
しゅう

集家、吉田博さんが、町制
70周年を記念して、６月８日～11日に「古時計展」
を開催。明治時代を中心とした古時計が数多く飾ら
れ、見学に来ら
れ た み な さ ん
は、明治の改暦
時から現在まで
積み重ねられた
古時計の歴史に
想いを馳せてい
ました。
　また、６月９
日は斑鳩幼稚園
の園児も見学に
訪れ、見たこと
のない古時計に
興味津々のよう
でした。

　人権を尊重し、心のふれあうまちづくりをめざし、

「差別をなくす町民集会」を開催しました。集会では、

元競泳選手でバルセロナ・アトランタ五輪代表の千

葉すずさんにより、「モチベーションアップで元気

な過ごし方」と題して、子育て・水泳から学んだ自

身の経験をとおして人権の大切さを伝えられまし

た。

歴

モ

▲斑鳩東小学校で和太鼓体験

協働のまちづくり活動提案事業
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︱ 

図
書
展
示 

︱

　
「
読
書
感
想
文
課
題
図
書
」

　
「
戦
争
と
平
和
」　　

で
す
。

９
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で
す
。

対 

象　
６
か
月
～
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
保
護
者

※
保
護
者
だ
け
で
も
受
取
可
能
で
す
。

日
時　
９
月
１
日（
金
）・
９
月
２
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
町
立
図
書
館

持
物　
母
子
健
康
手
帳

　
　
　

絵
本
ひ
き
か
え
券

※�

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
・
説
明
を
ご
希
望
の
人
は
、
左
記
の

時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

午
前
１０
時
～
１１
時

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
９
日（
水
）
午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
19
日（
土
）
午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
小
学
生
以
下

※�

先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

場
合
は
、お
子
さ
ん
を
優
先
と
し
ま
す
。

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
８
月
８
日（
火
）
午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

町
立
図
書
館
の
臨
時
開
館
に
つ
い
て

　

８
月
11
日（
祝
・
金
）は
臨
時
開
館
し
ま

す
。

　
開
館
時
間

　
　

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
お
よ
び
取
り

か
え
の
委
託
業
者
を
変
更
し
ま
し
た

上
水
道
課（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

４
月
か
ら
、
新
し
く
「
関
西
水
道
用
品

（
株
）」
の
委
託
員
が
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
お
よ
び
取
り
か
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
託
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
と
き
は
、

「
業
務
委
託
員
身
分
証
明
書
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
不
審
な
場
合
は
、
提

示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
か
え
は
、
計
量

法
に
も
と
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

委
託
業
者　
関
西
水
道
用
品（
株
）

業 

務
内
容　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
お
よ

び
取
り
か
え

　平成９年９月の開館以来、たくさんの人
にご来館いただき、斑鳩町立図書館の来館
者数は６月30日に４００万人を達成しまし
た。
　これを記念して、「来館者４００万人達
成記念式典」を行いました。
　記念すべき４００万人目の来館者は、町
在住の安村昭子さん。安村さんには、記念
として、４００万人認定証、法隆寺管長の
揮毫色紙、花束などをプレゼントしました。
　これからも、みなさんのご来館をお待ち
しています。

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

昨年のようす

申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/

図書館だより図書館だより

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

お
知
ら
せ

斑鳩町立図書館
来館者400万人
達成しました！
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応
募
資
格

　

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
民

活
動
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

斑
鳩
町
内
で
住
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
、ま
た
は
行
う
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

②�

事
業
完
了
後
も
継
続
し
て
住
民
活
動
を

行
う
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

③�

組
織
の
運
営
に
関
す
る
規
約
、
会
則
な

ど
を
有
し
、
会
員
名
簿
を
備
え
て
い
る

こ
と
。

④�

適
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。

⑤�

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
会
員
の

過
半
数
が
斑
鳩
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

⑥�

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
目
的
と
し
た

団
体
で
な
い
こ
と
。

⑦�

暴
力
団
な
ど
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ

き
団
体
と
関
係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

対
象
事
業

　

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
業

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�
住
民
活
動
団
体
が
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
の
た
め
に
斑
鳩
町
と
協
働
で
行

う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

②�

住
民
活
動
団
体
が
新
し
い
視
点
か
ら
行

う
事
業
で
あ
る
こ
と
。

③�

専
ら
営
利
を
目
的
と
し
な
い
事
業
で
あ

る
こ
と
。

④�

国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の
助
成

を
受
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
受
け
る
予

定
が
な
い
こ
と
。

事
業
年
度

　

平
成
30
年
度
に
行
う
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

選　
　
考

　

書
類
審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
考

し
ま
す
。

補
助
金
額

　

補
助
金
の
額
は
、
１
事
業
あ
た
り
30
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。
対
象
経
費
は
、
採

択
事
業
実
施
に
関
す
る
経
費
の
う
ち
、
直

接
事
業
に
必
要
な
も
の
に
限
り
ま
す
。（
人

件
費
は
除
き
ま
す
）

活動提案事業
実施報告会＋募集説明会

※�

詳
し
い
活
動
提
案
事
業
の
応
募
方
法
・

期
間
な
ど
は
、
８
月
号
お
知
ら
せ
版
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★ 事業の概要

　住民と行政の協働のまちづくりを推進するため、
時代のニーズにあった新しい活動をつくり出そうと
する住民活動団体を支援し、自立した継続的な活動
につなげることを目的として、住民活動団体に対し、
斑鳩町との協働事業の提案を募集します。選考の結
果、採択した事業に対しては、平成30年度事業分
として補助金を交付します。

　平成28年度活動提案事業団体から
の成果発表と、平成30年度活動提案
事業の募集説明会を開催します。気
軽にご参加ください。
日時　８月24日（木）
　　　午後１時30分～
場所　生き生きプラザ斑鳩
　　　２階　大会議室

まちづくり政策課（☎内線213）
住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）（☎0745�1001（代）・☎090-5890-9527（直通））

★歴史・文化に関する事業
★環境・景観に関する事業
★健康・福祉に関する事業
★�観光や産業の振興に関す
る事業
★安全・安心に関する事業
　　　　　　　　　　など

斑鳩町協働のまちづくり
活動提案事業

あなたもチャレンジしませんか！新しい住民活動 平成3０年度　事業

活動提案事業実施報告会＋募集説明会を実施！！

活動提案事業のイメージ



斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

平成28年度の斑鳩大塚古墳の発掘調査成果について
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平
成
25
年
度
か
ら
、
斑
鳩
町
と

官
学
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
奈

良
大
学
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い

る
斑
鳩
大
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

も
、
昨
年
度
で
４
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
昨
年
度
に
行
っ

た
発
掘
調
査
の
成
果
を
お
話
し
し

ま
す
。

は
じ
め
に

　

斑
鳩
大
塚
古
墳
は
、
斑
鳩
町
役
場
か
ら

南
東
方
向
に
あ
る
斑
鳩
幼
稚
園
の
南
側
に

あ
り
ま
す
。
昭
和
29
年
に
、
古
墳
の
上
に

忠ち
ゅ
う

霊れ
い

塔と
う
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
工
事
中
に
、
銅
鏡
や
武
器
、
武
具
な
ど

が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
調
査
に
よ
り
、
５

世
紀
前
半
に
つ
く
ら
れ
た
、
直
径
が
35
ｍ

程
度
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
調
査
成
果
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
か
ら
調
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
古
墳
の
周
囲
が
削
り
と
ら
れ
て

い
る
た
め
、
当
初
の
古
墳
の
大
き
さ
が
明

ら
か
で
な
い
こ
と
や
、
古
墳
の
形
が
円
で

は
な
く
、
東
側
に
張
り
出
し
状
の
施
設
が

付
く
タ
イ
プ
の
古
墳
で
あ
る
の
か
と
い
う

点
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
古
墳
の
周
囲
を

巡
っ
て
い
た
濠ほ
り
の
う
ち
、
未
確
認
で
あ
っ

た
西
側
で
も
濠
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
古
墳
本
来
の
大
き
さ
は
、
こ
れ
ま
で

考
え
ら
れ
て
い
た
直
径
35
ｍ
程
度
で
は
な

く
、
43
ｍ
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
古
墳
の
東
側
に
張
り
出

し
状
の
施
設
（
造つ
く
り
出だ

し
）
が
存
在
し
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
決

着
を
つ
け
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の

時
よ
り
も
広
い
範
囲
を
調
査
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
番
重
要
な
箇
所
が
、
後
世

に
か
な
り
削
り
取
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ

の
存
在
を
示
す
よ
う
な
わ
ず
か
な
高
ま
り

を
確
認
し
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
造
り

出
し
の
存
在
を
確
定
す
る
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

斑
鳩
大
塚
古
墳
の
調
査
は
、
こ
の
平
成

28
年
度
の
調
査
を
も
っ
て
一
区
切
り
と
な

り
ま
す
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
４
年
間
行
っ

て
き
た
発
掘
調
査
の
結
果
を
総
合
的
に
検

討
し
、調
査
成
果
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
、
今
年
度
も
奈
良
大
学
と

共
同
で
古
墳
の
調
査
を
行
う
計
画
を
し
て

い
ま
す
。
調
査
す
る
古
墳
な
ど
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
ま
た
、
新
た
な

発
見
が
あ
れ
ば
、
み
な
さ
ん
に
も
お
伝
え

し
ま
す
。

　
　

斑
鳩
町
商
工
会

　
（
☎
０
７
４
５
�
２
５
０
０
）

　
（
fax
０
７
４
５
�
１
４
９
９
）

　

生
駒
郡
商
工
会
広
域
連
携
（
斑
鳩
町
・

三
郷
町
・
平
群
町
・
安
堵
町
）
の
商
工
会

と
、
奈
良
納
税
協
会
の
共
催
で
、
簿
記
知

識
と
経
営
分
析
方
法
を
習
得
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
簿
記
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

　

第
１
回　
９
月
12
日（
火
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

第
２
回　
９
月
13
日（
水
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
斑
鳩
町
商
工
会
館

　
　
　
（
龍
田
南
１
丁
目
３
番
49
号
）

講
習
内
容

　

第
１
回

　
　

・
青
色
申
告
と
帳
簿
の
基
礎
知
識

　
　

・
伝
票
と
帳
簿
の
記
入
例

　

第
２
回

　
　

・
伝
票
と
帳
簿
の
記
入
例

　
　

・
決
算
整
理

　
　

・
申
告
書
作
成
と
経
営
分
析

受
講
料　

　

商
工
会
員
・
奈
良
納
税
会
員�

…�

無
料

　

一
般�

…�

３
，
０
０
０
円

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申 

込　
８
月
31
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
ｆ
ａ
ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

平
成
29
年
度　

簿
記
教
室
の
ご
案
内

▲�調査風景（古墳の西側）

▲�埴輪の出土状況



環境対策課
（☎内線132）

　暑い夏、ごみの収集日まで生ごみを保管し
ないで、自宅ですぐに生ごみ処理をしたいと
思いませんか？そんなあなたのために今回
は、生ごみ処理機等奨励金制度をご紹介しま
す。

ゼロ・ウェイストのまちづくり⑩
～ 生ごみ処理機等奨励金制度のご案内 ～
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放
送
大
学
学
生
募
集

～
放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
～

　
　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
４
２
⑳
７
８
７
０
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

10
代
～
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
の
、
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
１
，

０
０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と

に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
ば
れ
る

学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

出 

願
期
間　
第
１
回
は
８
月
31
日（
木
）ま

で
、
第
２
回
は
９
月
20
日（
水
）ま
で
。

※�

資
料
請
求
（
無
料
）
な
ど
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎月10日と20日は陶器回収の日〈８月の陶器等回収日〉
　８月１０日（木）・８月２２日（火）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、８月12日（土）、８月27日（日）も受け付けします。

　生ごみの自家処理は、家庭から出
る可燃ごみが減り、町のごみ処理経
費削減にもつながる、最も環境に優
しい取り組みです。
　生ごみ処理機等を購入すると、町
から奨励金が出るのをご存じです
か？申請方法はとても簡単です。
①�自分にあった生ごみ処理機や処理
容器を選ぶ。
②�購入前に申請書を準備する。（環
境対策課窓口または斑鳩町ホーム
ページからダウンロードしてくだ
さい）
③�購入時に、店舗で申請書の業者証
明欄を記入してもらう。
④�領収書を添付し環境対策課窓口へ
提出する。
※�生ごみ処理機については、後日、
設置確認の写真撮影をさせていた
だきます。

～生ごみ処理機等奨励金制度を
　　使って生ごみの自家処理に挑戦しよう～

種　類 奨励金の対象数 奨励金の額
生ごみ
処理機

（電気式・
手動式）

生ごみを微生物により分解
または電気により水分を蒸
発させて、たい肥にかえる
電化製品。
値段は２～８万円くらい。

１世帯
１台のみ

購入金額
（消費税抜き）
の２／３
限度額：
１台当り４万円

生ごみ
処理容器

電気を使用せず、生ごみを
発酵や分解などの方法によ
りたい肥にするコンポス
ト。（ダンボール型コンポ
ストを含みます。）
値段は３～８千円くらい。

１世帯
２台まで

購入金額
（消費税抜き）
の２／３
限度額：
１台当り６千円

ＥＭ
ボカシ
処理
容器

生ごみの上にＥＭボカシを
ふりかけ、容器内で発酵さ
せて、たい肥にします。
値段は２～４千円くらい。

１世帯
２台まで

購入金額
（消費税抜き）
の２／３
限度額：
１台当り４千円

６月の生ごみたい肥化量31,330㎏
可燃ごみの13.7％をたい肥化できました　※モデル世帯数6,508世帯（６月末）

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

6月

5月

4月

12月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成29年度

平成28年度

平成29年度

平成28年度

平成29年度

平成28年度

※�奨励金を交付した翌年から起算して、５年を経過すると再交付
できます。
※奨励金の交付には、指定の申請書と購入証明が必要です。



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎０7４5-7４-１００１
上水道課
� ☎０7４5-7４-１４０１
下水道課
� ☎０7４5-7４-2４０6
町立図書館
� ☎０7４5-75-77３３
中央公民館
� ☎０7４5-7４-１5１１
東公民館
� ☎０7４5-7４-４１22
西公民館
� ☎０7４5-75-３9１１
中央体育館
� ☎０7４5-75-３１００
斑鳩文化財センター
� ☎０7４5-7０-１2００
生き生きプラザ斑鳩
� ☎０7４5-7０-１０００
保健センター
� ☎０7４5-7０-０００１
斑鳩町観光協会
� ☎０7４5-7４-68００
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎０7４5-7４-０99０
衛生処理場
� ☎０7４5-7４-2３7１
西老人憩の家
� ☎０7４5-7４-１5１7
東老人憩の家
� ☎０7４5-7４-5０5０
三室休日診療所
� ☎０7４5-7４-４１００
いかるがホール
� ☎０7４5-75-77４３
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎０7４5-75-０88４
斑鳩町地域包括
支援センター
☎０7４5-7４-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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寄
附
の
お
礼

　
水
田 
博
幸 
氏

　
　
貝
工
芸
「
夢
殿
」

寄
附
の
お
礼

　
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ

　
　
〝
小
さ
な
灯
〟
運
動

赤
ち
ゃ
ん
人
形　
２
体

設置場所　法隆寺ｉセンター
厚くお礼申し上げます

設置場所　保健センター
厚くお礼申し上げます

　８月15日（火）に、全国
戦没者追悼式が行われ、
斑鳩町においても、正午
にサイレンを吹鳴しま
す。
　ご理解をお願いします。

戦没者追悼にかかる正午の
サイレンの吹鳴について

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、22日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談 24日㈭ 9:00～16:00
役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

3日㈭、10日㈭、17日㈭、31日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日） 13:00～16:00行 政 相 談 1日㈫

創 業 支 援 相 談 18日㈮ 10:00～12:00 商 工 会 館 斑鳩町商工会
☎07457425001日㈫、8日㈫、22日㈫、29日㈫ 18:00～20:00

青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談 4日㈮（第1金曜日） 9:30～12:30 役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

※相談の時間が₉：００～１6：００の場合は、１2：００～１３：００の間は不在となります。

８月の相談
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町
職
員
募
集

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

斑
鳩
町
役
場
に
勤
務
す
る
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

採
用
予
定
の
職
種
と
人
員

　

�

一
般
事
務
職
（
身
体
障
害
者
含
む
）、

土
木
技
術
職
、
保
健
師
、
保
育
士
、
幼

稚
園
教
諭��

…�

若
干
名

試
験
日
時

　

第
１
次
試
験　

９
月
17
日（
日
）

　

第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
に
予
定

　

第
３
次
試
験　

11
月
中
旬
に
予
定

試
験
会
場
（
予
定
）

　

斑
鳩
町
役
場

採
用
予
定
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

受
験
資
格　
左
表
の
と
お
り

受 

験
申
込　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
８
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）

※�

窓
口
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
に
よ
る
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
、
斑
鳩
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　

�

受
験
資
格
が
な
か
っ
た
り
、
受
験
申
込

書
の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
は
、
受
験
ま
た
は
合
格

を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

職種 年齢要件 説　　　明

一
般　

事
務
職

平成２年４月２日
以降に生まれた人

・�学校教育法による高等学校等以
上の学校を卒業した人または平
成30年３月卒業見込みの人

一
般
事
務
職

（
身
体
障
害
者
）

昭和62年４月２日
以降に生まれた人

・�学校教育法による高等学校等以
上の学校を卒業した人または平
成30年３月卒業見込みの人

・�身体障害者手帳1級～４級の交
付を受けている人で、自力によ
る通勤、介護者なしの勤務が可
能な人。また、活字印刷文によ
る出題に対応でき、かつ、口頭
による面接試験に対応できる人

土
木
技
術
職

・�学校教育法による高等学校等以
上の学校を卒業した人または平
成30年３月卒業見込みの人で、
土木に関する専門課程を履修し
た人

保
健
師

・�保健師資格を有する人または平
成30年３月31日までに資格の
取得見込みの人

保
育
士 ・�保育士および幼稚園教諭の両方

の資格を有する人または平成
30年３月31日までに両方の資
格の取得見込みの人幼

稚
園

　

教
諭

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

町の花は、「さざんか」と
「つばき」町の鳥は、「いかる」
では、町の木は何でしょう？

〈８月15日㈫必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

７月号広報クイズの答　ゼロ（応募総数１０）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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幼稚園入園申込方法　3歳児・4歳児・5歳児
　なお、現在在園されている園児については、申込不要です。

色ある幼稚園づくり特
　地域の協力を得ながら、それぞれの地域
の特性を生かして、さまざまな活動に取り
組み、子どもたちの「生きる力」を育みま
す。

稚園と小学校が連携幼
　「学びの芽生えから自覚的な学びへ」幼稚園、小
学校の連携をめざした教育を推進し、園児と小学生
の交流や、教職員の相互研修をすすめ、幼児の発達
や学びの連続性を円滑にし、幼稚園で、小学校以降
の生活や学習の基礎を養います。

幼稚園名
所在地等 入園資格 入園申込書

の交付 出願方法 保育時間
（平成29年度）

斑鳩幼稚園
所在 : 法隆寺南
　　　1-13-15
☎：74-2353

斑鳩西幼稚園
所在 :神南2-4-31
☎：74-3981

斑鳩東幼稚園
所在 : 興留東
　　　1-1-16
☎：74-5500

それぞれの通園区（小学校区
と同じ）に住所を有する幼児
★３歳児
　平成26年４月２日
　　～平成27年４月１日生
★４歳児
　平成25年４月２日
　　～平成26年４月１日生
★５歳児
　平成24年４月２日
　　～平成25年４月１日生

※�募集人員を超える場合は、
抽選になることがあります。

８月１日（火）～
８月14日（月）の
午前８時30分
～午後５時30分
（土曜 ･ 日曜日、
祝日は除く）

教育委員会総務
課または各幼稚
園で行います。

所定の申込書に
必要事項を記入
し、提出してく
ださい。

出願期間・場所
は左記の入園申
込書の交付と同
じです。

詳しくは、教育
委員会総務課へ
お問い合わせく
ださい。

午前８時30分～
　　　　　　　午後３時
　（月、火、木、金曜日）
午前８時30分～正午
　（水曜日）

ただし、園行事などによ
り変更になる場合があり
ます。

保 育 料 な ど
（平成29年度）

保育料月額　6,100円
入園料　　　5,000円
ただし、変更になる場合
があります。

教育委員会総務課
（☎内線�234、235）

▲�「さつま芋の苗植え体験　農業振興会の
　　人たちといっしょにがんばったよ」

　（斑鳩東幼稚園）

「
い
け
花
体
験　
み
ん
な
で
お
花
を
い
け

て
飾
っ
た
よ
」

◀　
　
　
　
　
　
　
　
（
斑
鳩
幼
稚
園
）

▲「紙の芯を使った構成遊び　みんなで考えて
　　協力して遊んだよ」　　　（斑鳩西幼稚園）

平成30年度　斑鳩町立

幼稚園児募集
　斑鳩町では、小学校区ごとに幼稚園を設置してい
ます。遊びを中心とした生活をとおして、園児自ら
体験することを重視し、一人ひとりの個性に応じた
総合的な指導を行っています。さらに、あらゆる生
命や友達を大切にする心、豊かな想像力、自分から
すすんで活動する意欲を育成しています。
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平
成
30
年
　
成
人
式

「
20
歳
の
主
張
」
発
表
者
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

平
成
30
年
成
人
式
で
「
20
歳
の
主
張
」

を
発
表
す
る
新
成
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
「
夢
や
目
標
」
な
ど
を
一
生

に
一
度
の
成
人
式
で
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

成
人
式
の
日
時

　

平
成
30
年
１
月
８
日（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
30
分
～

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

対 

象　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

テ
ー
マ　
「
20
歳
の
主
張
」

　

�

自
分
の
体
験
、
思
い
や
考
え
を
４
０
０

字
詰
原
稿
用
紙（
４
枚
程
度
）に
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。（
発
表
時
間
５
分
程
度
）

募 

集
人
数　
若
干
名
（
選
考
に
よ
り
発
表

者
を
決
定
し
ま
す
）

応 

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
（
学
校
名
・
学
年
・
勤
務
先
）、

電
話
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明
記
の
う
え
、
原
稿
を
９
月
11
日（
月
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
提
出
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

宛
先　
〒
６
３
６
‐
０
１
９
８

　

斑
鳩
町
役
場　

生
涯
学
習
課

　
「
成
人
式
」
係

Ｅ
メ
ー
ル

　

syougai@
town.ikaruga.nara.jp

日時　８月22日（火）　午後１時30分～
場所　中央公民館　大ホール
演題　「子どもの貧困」について
講師　大阪子どもの
　　　　貧困アクショングループ代表
　　　　　　　　　　徳丸　ゆき子　氏

生涯学習課（☎内線237）
人権セミナー８

22

日時　８月20日（日）　午前10時～正午
場所　いかるがホール　小ホール
演題　地域で取り組む防犯活動
講師　奈良県
　　　　安全安心まちづくり推進課長
　　　　　　　　　　　青野　秩之　氏

総務課（☎内線274）

身近な犯罪から
家庭を守る町民集会

８
20

　秋のひとときを親子で楽しくハイキング
しませんか。
日時　９月18日（祝・月）　午前10時集合
集合場所　ＪＲ三郷駅
解散場所　ＪＲ高井田駅　午後３時30分頃
参加費　大人　　１，０００円
　　　　子ども　　５００円
　　　　（ぶどう狩り・保険料含む）
持物　弁当・水筒・汗拭きタオル
対象　小学生とその保護者
申込　�８月31日（木）までに、①保護者の住

所・氏名　②子どもの名前・学年　
③参加人数　④電話番号を生涯学習
課までご連絡ください。

生駒郡青少年指導員連絡協議会
　　　生涯学習課（☎内線237）

親子ふれあい
　　ハイキング
～史跡・亀の瀬散策と

ぶどう狩り～

９
18

　斑鳩町に対する愛着を深めるととも
に、行政や議会に関心を持つ機会づくり
として、小学６年生・中学１年生を一日
議員として「子ども模擬議会」を開きま
す。傍聴は、当日先着順で受け付けます。
（定員39人）
日時　８月７日（月）午前９時30分開会
場所　役場３階　議会本会議場

教育委員会総務課（☎234）
子ども模擬議会８

７ 一生に一度の成人式、みな
さんの応募待ってます！
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
８
月
27
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館
・

　
　
　

斑
鳩
小
学
校
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
　
　
（
中
学
生
以
上
）

試 

合
方
法　
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
ま
た
は
リ
ー
グ
戦

チ
ー
ム
編
成　
12
人
以
内

申
込　
８
月
７
日（
月
）～
21
日（
月
）

抽 

選　
大
会
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

日
時　
８
月
27
日（
日
）・
９
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　

※
予
備
日　

９
月
24
日（
日
）

場
所　
健
民
運
動
場

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
　
　
（
男
女
高
校
生
以
上
）

チ 

ー
ム
編
成　

監
督
を
含
め
10
人
以
上
、

15
人
以
内
で
、
監
督
は
選
手
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込　
８
月
７
日（
月
）～
21
日（
月
）

抽 

選　
８
月
24
日（
木
）午
後
７
時
30
分
か

ら
中
央
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
各
チ
ー

ム
の
代
表
者
１
人
は
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
９
月
３
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
中
央
体
育
館

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
　
　
（
高
校
生
以
上
）

試 

合
方
法　
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
ま
た
は
リ
ー
グ
戦

チ
ー
ム
編
成　
監
督
を
含
め
13
人
以
内

申
込　
８
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）

抽 
選　
大
会
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

☆チーズおにぎり☆
材�料（４個分）　精白米 １合、しょうゆ小さじ ２、かつお節 ６ｇ、
　とろけるチーズ大さじ １

作�り方　❶かつお節にしょうゆを混ぜあわせる。❷温かいご飯に❶を加
えて混ぜあわせておにぎりをつくる。❸おにぎりの上にチーズをのせ
て、チーズがとけるぐらいまでオーブントースターで焼く。

栄
養
価　
１
個
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

１
２
０
㎉

　

塩
分　

０
．
５
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　
「
お
や
つ
」
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
魅
力
的
な
言
葉
で
す
。

　

保
育
園
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
み

な
面
と
栄
養
面
の
ど
ち
ら
も
満
足
す
る
よ
う

な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
に
ぎ
り
は
チ
ー
ズ
味
と
し
ょ
う
ゆ

味
が
よ
く
あ
い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
栄
養
面
で
も
チ
ー
ズ
と
か
つ

お
節
で
カ
ル
シ
ウ
ム

ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も

お
試
し
く
だ
さ
い
。

チ
ー
ズ
お
に
ぎ
り

　体育協会主催のゴルフ大会につきまして、平成
29年度スポーツガイドでは、実施日を10月24日
（火）と掲載していましたが、９月12日（火）に変
更となりましたので、お詫びいたします。

※�ゴルフ大会の詳細につきましては、広報７月号
お知らせ版　Ｐ３に掲載していますので、ご参
照ください。

ゴルフ大会についてお詫びと訂正

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～�

み
ん
な
の

　

お
い
し
い

　
　

給
食
紹
介�

～

㉗
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は

８
月
31
日（
木
）ま
で
に

　

福
祉
子
ど
も
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
、
８
月
１

日（
火
）～
８
月
31
日（
木
）に
福
祉
子
ど
も

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※�

現
況
届
の
案
内
に
つ
い
て
は
対
象
者

に
郵
送
し
ま
す
）

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
８
月
以

降
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

届
出
を
２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
や
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。（
児
童

手
当
と
は
異
な
り
ま
す
）

　

該
当
す
る
人
で
申
請
し
て
い
な
い
場
合

は
福
祉
子
ど
も
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

８
月
14
日（
月
）、
21
日（
月
）

斑
鳩
町
役
場
本
庁
舎
・

水
道
庁
舎
を
閉
庁
し
ま
す

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
１
）

　

７
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

夏
季
の
節
電
対
策
と
し
て
、
本
庁
舎
お
よ

び
水
道
庁
舎
を
閉
庁
し
ま
す
。
た
だ
し
、

転
入
・
転
出
届
の
受
付
、
各
種
証
明
業
務

は
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　
８
月
14
日（
月
）、
21
日（
月
）

対
象
施
設　
役
場
本
庁
舎
、
水
道
庁
舎

通
常
業
務
を
行
う
施
設

　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
（
住
民
活
動
セ

ン
タ
ー
を
除
く
）、
東
・
西
老
人
憩
の
家
、

た
つ
た
・
あ
わ
保
育
園
、
衛
生
処
理
場
・

最
終
処
分
場
、
す
こ
や
か
斑
鳩
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
町
民
プ
ー
ル
、
中
央
・
東
・

西
公
民
館
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
・
町
立
図

書
館
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー

※�

ご
み
収
集
、
火
葬
業
務
は
通
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

役
場
本
庁
舎
・
水
道
庁
舎
一
斉
閉
庁
に

あ
わ
せ
、
閉
庁
実
施
日
の
２
日
間
、
町
民

プ
ー
ル
の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。

※�

入
場
料
（
通
常
大
人
３
５
０
円
、
小
人

１
０
０
円
）
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

付
属
設
備
使
用
料
（
ロ
ッ
カ
ー
代　

１

個
10
円
）
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　税務課（☎内線153）
　平成29年中に新築、増築などをされた家屋を対
象に、固定資産税の算出をするための家屋調査を順
次実施しています。職員が調査にうかがった時には
ご協力をお願いします。
　また、取り壊しなどがある場合には税務課に連絡
してください。
　なお、職員は「固定資産評価補助員証」を携帯し
ていますので、不審な場合は提示を求めてください。

新築、増築などの家屋調査にご協力を

平
成
29
年
度

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
募
集
案
内

　
　
　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）�

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
区
分　
大
学
、
短
大
、
高
校
卒
業

受 

付
期
間　
８
月
上
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
予
定

　
（http

：//www.naraksk119.jp

）

問
合
せ

　

橿
原
市
慈
明
寺
町
１
４
９
番
地
の
３

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
企
画
課
人
事
係

　
（
☎
０
７
４
４
⑳
１
１
１
９
）

● 

お
知
ら
せ 

●

８
月
の
納
税

○
町
県
民
税
（
普
通
徴
収・第
２
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
４
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
…
長
寿
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

８
月
31
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
、
ツ
ル
性
の

植
物
を
窓
の
外
に
植
え
て
つ
く
る
自
然
の

カ
ー
テ
ン
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
夏
の

暑
い
日
差
し
を
和
ら
げ
、
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

町
内
に
広
く
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、
斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会（
愛
称　

エ
コ
る
が
）で
は
、「
緑
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
、ご
家
庭
で
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
設
置
さ
れ
た
人
は
、
ぜ
ひ
、
コ
ン
テ
ス

ト
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

　

平
成
29
年
春
以
降
、
町
内
の
家
庭
や
事

業
所
、
店
舗
、
公
共
施
設
な
ど
に
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

応
募
方
法

①�
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
環
境
対
策
課
の
窓
口
へ
持
参
、
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kankyou@

town.ikaruga.nara.jp

）
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は
環
境
対
策

課
窓
口
、
町
内
の
公
民
館
、
生
き
生
き

プ
ラ
ザ
斑
鳩
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
）

②�

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
状
況
が
わ
か
る

写
真
（
２
Ｌ
～
サ
ー
ビ
ス
判
ま
で
）
を

２
枚
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�【
写
真
①
】屋
外
か
ら
撮
っ
た
緑
の
カ
ー

テ
ン
全
体
像

　

�【
写
真
②
】省
エ
ネ
効
果
な
ど
が
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
写
真
（
例
：
室
内
か
ら
撮
影

し
た
写
真
、
省
エ
ネ
効
果
や
涼
し
さ
が

伝
わ
る
よ
う
な
写
真
な
ど
）

③�

郵
送
に
よ
る
応
募
で
電
子
デ
ー
タ
を
提

出
さ
れ
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
応
募
書
類
お
よ

び
デ
ー
タ
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

郵
送
の
場
合
は
、
提
出
物
受
領
の
連
絡

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　

８
月
31
日（
木
）
必
着

審
査
・
賞

　
「
エ
コ
る
が
」
が
、
応
募
作
品
の
コ
メ

ン
ト
や
写
真
か
ら
、
カ
ー
テ
ン
の
出
来
栄

え
、
独
自
の
工
夫
、
設
置
の
効
果
な
ど
に

よ
り
審
査
を
行
い
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優

秀
賞
１
点
、
佳
作
数
点
を
決
定
し
、
受
賞

さ
れ
た
人
に
は
、
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
し

ま
す
。

　

優
秀
事
例
は
、
町
広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
な
ど
、
取
り
組

み
内
容
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。

※�

そ
の
他
、
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
応

募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

　
（
愛
称　
エ
コ
る
が
）
と
は
・
・

　

住
民
、
事
業
所
、
関
係
団
体
が
連
携
し

地
域
に
お
い
て
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
10
月
に

設
立
し
た
団
体
で
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い�

未
来
へ
つ
な
ぐ
斑
鳩

の
里
」
を
活
動
テ
ー
マ
に
、
自
然
と
歴
史

文
化
が
息
づ
く
斑
鳩
の
里
を
、
子
や
孫
の

世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
、
マ
イ
バ
ッ
グ
促
進
活

動
や
、
子
供
を
対
象
と
し
た
環
境
教
室
の

開
催
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
人
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
エ
コ
る
が
事
務
局

　

環
境
対
策
課（
☎
内
線
１
３
２
）

緑
の
カ
ー
テ
ン

　
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
も
開
催
し
ま
す
！

▲昨年度町長賞

▲役場の緑のカーテン（ゴーヤ）
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教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　
（
☎
内
線
２
３
４
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
々
、
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
は

複
雑
化
し
て
お
り
、
悪
質
な
犯
罪
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
人
た
ち
や
行
政
、
警
察
の
連

携
し
た
防
犯
体
制
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
で
守
る
」

と
い
う
意
識
と
隣
近
所
や
地
域
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
環
境
づ
く
り
が
大
切
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
よ
り
一
層
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
通
学
が
で
き
る
ま
ち
と
す
る
た

め
、
引
き
続
き
「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

活 

動
内
容　
登
下
校
時
間
の
校
区
内
の
巡

回
、
学
校
周
辺
の
巡
回
お
よ
び
児
童
へ

の
声
か
け
な
ど
。（
週
に
一
度
で
も
結

構
で
す
）

対 

象　
町
在
住
で
、
子
ど
も
た
ち
を
危
険

か
ら
守
り
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
人

応 

募
方
法　
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申

込
書
（
各
小
・
中
学
校
、
中
央
・
東
・

西
各
公
民
館
、
役
場
教
育
委
員
会
窓
口

で
配
布
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

そ
の
他
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

　
「
パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
家
」
の

旗
設
置
に
ご
協
力
を
！

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）�

　

児
童
や
生
徒
が
不
審
者
な
ど
に
つ
き
ま

と
わ
れ
た
際
に
、逃
げ
込
み
場
所
と
し
て
、

身
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

平
常
時
に
お
い
て
も
旗
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
防
犯
意
識
の
啓
発
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
通

学
路
・
公
園
周
辺
の
家
庭
や
店
舗
を
中
心

に
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
（
パ
ゴ
ち
ゃ

ん
の
家
）」
の
旗
の
設
置
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
や
事
件
か
ら
守
る

に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
注
意
を
呼
び
か
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

�　
現
在
、
６
７
３
戸
で
設
置
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の

家
庭
な
ど
で
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
旗
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
、
安
全
で
安
心

し
て
住
め
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
旗

の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
、ま
た
、

す
で
に
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

て
、
旗
の
汚
損
な
ど
に
よ
り
、
交
換
す
る

必
要
が
あ
る
人
は
、
総
務
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

● 

設
置
方
法
に
つ
い
て
は
… 

　

終
日
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
旗

を
児
童
・
生
徒
の
目
に
つ
き
や
す
い
軒
先

な
ど
に
掲
げ
て
く
だ
さ
い
。

● 

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
に
は
…

　

児
童
・
生
徒
を
屋
内
に
入
れ
、
安
全
の

確
保
を
は
か
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

す
ぐ
に
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

そ
の
他
詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　児童、生徒の安全を守るには、地域全
体で犯罪を未然に防ぐ環境づくりや地域
によるコミュニケーションが大切です。
　以前から、住民のみなさんのご協力で、
通学路のパトロールなどを行っています
が、より一層、安全で安心して住めるま
ちづくりの推進のため、「学校安全ボラ

ンティア」と「こども110番の家（パゴちゃんの家）」の旗を設置し
ていただける家庭を募集します。ご協力をお願いします。

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

地域の子どもは地域で守ろう



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による） ８月21日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診 8月31日㈭
便提出日

9：00～
　11：00 35歳以上

○ 容器は提出日１週間前までに保健
センターで購入してください。（容
器代300円）
※事前申込不要

子宮頸がん検診

9月5日㈫

13：00～
　13：30

20歳以上の女性
（申込先着30人） 平

成
28
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィのみ）

13：00～
　13：40

40歳以上の女性
（申込先着40人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィのみ）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィのみ）

9月21日㈭ 9：00～
　10：30

40歳以上の女性
（申込先着90人）

胃 が ん 検 診

9月12日㈫
9月13日㈬

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてくださ
い。検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないで下さい）
○ 下記の人は、医師に相談のうえ、
受診してください。
　・現在お薬を飲んでいる人
　・ けがや麻痺などがあり、運動に
制限のある人

※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀たん検診を希望する人は、当日
容器を保健センターで購入してく
ださい。（容器代270円）

胃がん・肺がん
セ ッ ト 検 診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

家族そろってがん検診！

肺
年
齢
測
定

　

肺
の
健
康
度
を
評
価
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
呼
吸
機
能
検
査
に
よ
る
「
肺
年

齢
」
の
測
定
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
肺
年

齢
が
ど
の
く
ら
い
か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
９
月
11
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
肺
機
能
測
定
検
査

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

持
物　
健
康
手
帳

申
込　
８
月
７
日（
月
）～
９
月
８
日（
金
）�

※�

申
し
込
み
時
に
予
約
時
間
を
お
伝
え
し

ま
す
。

骨
密
度
測
定
の
お
知
ら
せ

日
時　
９
月
15
日（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

持
物　
健
康
手
帳

申
込　
８
月
７
日（
月
）～
９
月
14
日（
木
）�

※�
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●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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食中毒の原因菌やウィルスは、身の回りのあらゆるところに存在します。さらに日本の夏は高温
多湿で食中毒菌にとっては絶好の環境です。毎日の生活の中で予防をこころがけ、食中毒を撃退
しましょう。

気を付けて！食中毒

～ 食中毒予防の３つのポイント ～

事業名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

離 乳 食 教 室 8月17日㈭ 13：15～ 13：30 Ｈ29年4・5月生
○離乳食の話と試食
持物 : 母子健康手帳、タオル、お茶
申込：8月16日（水）まで

わんぱく広場 8月18日㈮ 9：45～　10：00 Ｈ28年10・11月生
○事故防止の話、離乳食の試食
持物：母子健康手帳、タオル、お茶
申込：8月17日（木）まで

双 子 ク ラ ブ 8月25日㈮ 13：15～ 13：30
多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：8月24日（木）まで

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 9月6日㈬ 12：45～ 13：30

Ｈ25年12月・
Ｈ26年1月生

○内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布など
持物：母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、
　　　歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

2歳6か月児健診
（歯科） 9月7日㈭ 12：45～ 13：15

Ｈ26年12月・
Ｈ27年1月生

〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

マザーズサロン 9月14日㈭ 13：15～ 13：30
妊娠中の人、
産後間もない人

○ 助産師による母乳育児の情報・工夫についての
話

申込：9月13日（水）まで

※お出かけ乳幼児相談・助産師相談の日程は、毎月のお知らせ版で案内します。
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日　程 内　　　　　　容 時間

１ ９月１４日（木）
☆内科医による講義
「食事と健康づくりのメカニズムについて」
講師　石崎整形外科・内科　森�朋子　医師
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２ １０月２日（月）☆「野菜の食べ方について学ぶ」・ミニ試食体験コーナー

３ １０月１7日（火）☆「油・砂糖・嗜好品のとり方について学ぶ」・ミニ試食体験コーナー

４ １１月８日（水）☆「塩のとり方について学ぶ」・ミニ試食体験コーナー

５ １１月27日（月）
☆調理実習
「からだがよろこぶ食事」
・まとめ

器具の消毒とこまめな手洗い 食材・食品は低温で保存し増殖防止 食品内部までしっかり加熱

量
？

順
番
？
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？

① つけない ② 増やさない ③ やっつける



８月号
平成29年8月1日発行
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人 の 動 き
　 ₂₈,₂₃₁人
　　（前月比　＋13）
　　男₁₃,₄₀₅人
　　女₁₄,₈₂₆人

　 　₁₁,₅₆₉世帯
　　（前月比　＋19）
（平成29年₆月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　裏表紙で連載中の「写真でた
どろう斑鳩の記憶」。掲載写真
以外にも数多くの写真をインタ
ーネット上で公開しています。
担当になってはじめて知ったこ
とも数多くあり、驚くばかり。
竜田川でボート遊びができたな
んて、ちょっと羨ましいですね。
� ま

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：総務課（☎０7４5�１００１　内線27３）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

広告広告
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祝 斑鳩町制
70周年

（☎06–6533–0005）
代表取締役　羽生久美子　　専務取締役　羽生孝明

●竜田川●
　春、秋の観光シーズンには多くの
観光客が訪れたようです。川では
ボートを楽しみ、岸辺では桟敷で紅
葉狩りを楽しんでいました。
　川沿いには料理旅館が軒を連ねて
いました。

写真提供：市村善夫�氏
撮影時期：1962年

　現在は、県立竜田公園として整備さ
れ、春は桜、秋は紅葉の名所として親
しまれています。また、毎年11月下
旬には、竜田川紅葉祭りを開催。
　毎年多くの人で賑わっています。

　「斑鳩の記憶アーカイブ化事業」でみなさん
から集められた写真を、「斑鳩の記憶データベー
ス」としてインターネット上で公開しています。
（http://archive-ikaruga.org/）
　このコーナーでは、データベースにある写真
を、現在の姿と比較しながら、当時のようすや
まちの風景などを紹介していきます。

平成29年は斑鳩町制70周年

町制70周年

写真でたどろう
斑鳩の記憶

昔

今


